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2 本の接線が引ける領域は
2xy  であり、2本の接線が直交するときのqの値が一定になることは容易

にわかる。 

一般に kyx 42  において ),( qp を通る接線が 2本あるとき、その接線は x軸には垂直でないので、

qpxmy  )( とすることができる。連立した、 04442  kqkmpkmxx の判別式Dで、

0)(4444
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222  qmpkmkkqkmpmk
D

， 0k なので、 02  qmpkm の 2つの解を

21,mm とすれば、解と係数の関係より
k

q
mm 21 。一方 2本の接線は垂直なので 121 mm が成り立

つので 1
k

q
より kq  即ち ),( qp は準線 ky  上にあることが分かる。 

このような美しい性質は他の２次曲線も持っており、楕円 1
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放物線
2: xyC  に点 ),( qp から２本の接線 ml, が引けるとする。また ml, とCの接点をそれぞれ

A ),( 2 ，B ),( 2  )(   とする。 

(1) 2 本の接線が引けるような qp, の満たす条件を求めよ。また  , を qp, を用いて表せ。 

(2) 2 点 A,B 間の距離を qp, を用いて表せ。 

(3) lとmが垂直であるようなqの値を求めよ。 

(4) qが上の(3)で求めた値より小さいとき、 lとmのなす角       の正接 tan を qp, を 

用いて表せ。 
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ところで(4)のなす角 であるが、A,B における接線の傾きがそれぞれ  2,2 であることを考えれば、
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tan であり、 qp, で表すと
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q であることから
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 となる。 

このとき、逆に角 )
2

0(
  を固定すれば、2つの接線のなす角 が一定となる場合の交点の軌跡を

考えることができる。これは )0(tan  　c とすれば、
q

qp
c
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 を平方して整理すると
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